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2－1 

 

 
概説～木島平村の地勢 ～ 

         

高社山 

 

樽川 

 

主な内容 

木島平村の気候 

  周辺の山々 

ゆたかな川々 

山と平地の味を持つ扇状地 

木島平村の多様な動植物 

 
 

本州中央部の日本海寄りに位置する本村は、気候の上では

裏日本型気候に区分されます。降水量や降水日数は、夏が少

なく冬に多く(降雪)、年較差（最暖月と最寒月の差）も大き

い内陸性気候の特徴をあわせ持っています。冬の厳しい寒さ

と夏の高温がそれです。このように気候の変化に富んでいる

ために、四季の区別がはっきりしています。 

 

 

村の東方には上信火山帯

の山々が連なっています。

カヤの平の東に、村で最も

標高が高い台倉山（1853m）、

南に高標山(1747.3m)、北に

は八剣山(1675.8m)、城蔵山

(1569 m)、毛無山（1649 m）

などが深い山地を形成して

います。また村の南には村

のシンボルである高社山(1351.5 m)がそびえています。 

 

 

村の中心となる川は、高標山に源を

発する樽川(全長 19.6km)と毛無山を源

とする馬曲川(12km)です。山深く流れ

出た２つの川は、平地に出て扇状地を

作り、その複合扇状地に集落が形成さ

れてきました。扇状地の先端部(扇端)

には多くの湧水が見られ、生活用水と

しての用途のほかに昔は紙すきなども 

■木島平村の気候■ 

■周辺の山々■ 

■ゆたかな川々■ 

※以下、青い文字の項目には写真があります。 



 

 

 

 

2－2 

 

 
概説～木島平村の地勢 ～ 

         

扇状地にひらけた木島平村 

 

馬曲川 

 

 

行われていました。一方、

扇状地の中央(扇央)は、水

が地下水となって枯れてし

まうため、古くから上堰や

下堰などの堰が引かれ新田

開発がなされてきました。

このほかに部谷沢の奥を水

源として樽川に合流する大

川（５km）、内山の奥、万仏

山を源として瑞穂で烏川と合流する大川（4.3km）の２本の

大川が流れています。これによって夏でも枯れることのない

豊かで清らかな水に恵まれています。 

この水と湿度とが木島平のおいしい米を生み出している

のです。 

 

 

このように本村は、東

部には高く深い山々が

連なり、西部は複合扇状

地が西に向かって開い

ています。村の全面積の

うち山林、原野が８割以

上を占め、居住地と耕地

を合わせても２割に達

しません。標高では、最

高 地 点 は 台 倉 山 の

1853m、最低は小見の千曲川辺の 312m と高低差も大きく、山

の味と同時に平野の味を持つという扇状地の傾斜性地形が

本村の特徴です。 

 

 

この土地の特徴と、前述の気候とによって本村は豊かな自

然に恵まれ、多様な動物、植物を見ることができます。 

以下、植物の分布、動物の生息環境の観点から、田んぼ、

カヤの平（高原）、山地（森や林）、人里（集落周辺や耕作地）、

水辺（川とその周辺）に分けて、そこの生きる動物、植物に

ついて述べていきます。 

■山と平地の味を 

持つ扇状地■ 

■木島平村の多様な

動植物■ 



 

 

 

 

2－3 

 

 
木島平の田んぼと生きもの 

         

ニホンアマガエル 

 

シュレーゲルアオガエル 

 

アオサギ 

 

 主な内容 

田んぼの生態系 

  水路周辺 

稲の生育とともに 

 
 

 

木島平村では、稲作の歴史は長く、古くから水田と水路、

ため池などの周辺環境が整備され、そこには様々な生きもの

が適応して生息し、地域の自然を形成するようになりました。 

最近、環境面から生物多様性（生きものの豊かさ）の保全

が重要視されるようになり、田んぼは食糧生産の場だけでは

なく、保水などの国土保全機能のほか、生きものを育む環境

としてその役割が見直されつつあります。また、田んぼの生

きものを調べることで、地域の自然環境を知ることもできま

す。 

 

 

５月、田んぼに入水が始まると

様々な生きものがそこで活動を始

めます。堆肥などの有機物を施し

た田んぼでは、ミジンコ類などの

微小生物が多く発生し、それを餌

としていろいろな生きものが繁殖

します。 

両生類ではニホンアマガエル、

シュレーゲルアオガエル、ツチガ

エル、トノサマガエル、イモリな

どが見られ、山間部の田んぼでは、

ヤマアカガエルやモリアオガエル

が産卵にやってきます。 

 

そのカエルなどを捕食するため、

シマヘビやヤマカガシなどの蛇類

やアオサギなどのサギ類も田んぼ

を訪れます。 

■田んぼの生態系■ 
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木島平の田んぼと生きもの 

         

ホウネンエビ 

（体長は１cm程度） 

タイコウチ 

ゲンゴロウ     クロゲンゴロウ 

 

 

 

 

 

 

シマゲンゴロウ   マルガタゲンゴロウ 

 

 

田植えが終わる６月には、ホウ

ネンエビやカイエビ類が発生し、

水中を遊泳します。水生昆虫はア

カトンボの幼虫のヤゴやミズア

ブの幼虫の他、水生カメムシ類で

はヒメアメンボ、タイコウチ、コ

オイムシ、マツモムシ、ミズカマ

キリ、ミズムシ類などが見られま

す。 

一方、かつては普通に見られた

タガメは、村内を含め長野県から

は姿を消したといわれています。 

 

甲虫類ではガムシやゲンゴロ

ウ類が見られ、ゲンゴロウ類は後

脚でオールのように水をかき、泳

ぎが上手です。村内ではゲンゴロ

ウ、クロゲンゴロウ、マルガタゲンゴロウ、シマゲンゴロウ

などが生息していますが、大型のゲンゴロウ類は最近では減

少傾向が著しく、希少種となっているものも多くなっていま

す。あまり目立ちませんが、ツブゲンゴロウやコガシラミズ

ムシの仲間など、微小な甲虫類も生息しています。 
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木島平の田んぼと生きもの 

         

ゲンジボタル 

コバネイナゴ 

 

水田周辺の水路では、ゲンジ

ボタルの幼虫がカワニナを食べ

て成長し、成虫は６月下旬頃か

ら羽化し、夜空に舞いながら光

を放ちます。 

魚類では、ホトケドジョウが

昔ながらの水田脇の小水路で

細々と生息しています。スナヤ

ツメは最近村内では確認できて

いませんが、近隣の飯山市では保護活動に取り組んでいます。

（ホトケドジョウについては、後掲の地域研究を参照してく

ださい） 

 

 

稲の生育、出穂とともに、葉

上で小昆虫やカマキリ、バッタ

類が目につくようになります。

コバネイナゴは数が多く、貴重

なタンパク源として昔から食用

とされてきました。稲穂が垂れ

る９月には、アカトンボが産卵

のために田んぼに戻ってきます。 

田んぼ周辺の畑地でも様々な昆虫が見られ、特に開花期の

そば畑にはチョウ類のほか、ミツバチなどのハナバチ類やコ

アオハナムグリなどの甲虫類、ハナアブ類などが集まります。

これらの昆虫は、授粉によりそばを結実させる重要な役割を

担っています。 

 

 

 

 

■水路周辺■ 

■稲の生育と 

ともに■ 



 

 

 

 

2－6 

 

 
田んぼとトンボ 

         

交尾するアキアカネ 

マユタテアカネ（左）とミヤマアカネ（右） 

ヤゴ（アカトンボの幼虫） 
 

主な内容 

春アカトンボ 

  その他のトンボ 

 
 

 

 

アカトンボ（アカネ類）は、

「田んぼ」という人が作り出し

た環境に非常によく適応し、稲

作に合った生活史をもち繁栄し

てきました。村内でよく見られ

るものとしては、アキアカネ、

ナツアカネ、ノシメトンボなど

で、山ぎわの田んぼではマユタ

テアカネやミヤマアカネが見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田んぼに水が入ると卵から幼

虫が一斉にふ化して、水中で幼

虫のヤゴがミジンコなどを食べ

ながら成長します。 

７月上旬頃からアキアカネや

ノシメトンボ、やや遅れてナツ

アカネが羽化します。明け方の

早朝、稲の茎を登ったヤゴから

トンボの羽化の様子が観察できます。 

 

 

■春■ 

 



 

 

 

 

2－7 

 

 
田んぼとトンボ 

         

田んぼで羽化するアキアカ

ネ 

アキアカネの産卵 

 

アカトンボは暑いところが苦

手で、羽化後は田んぼから木陰

のある雑木林や山林などにすみ

かを移します。特に高温に弱い

アキアカネは、カヤの平など、

より涼しい高地に移動して盛夏

を過ごします。 

 

秋になると、アカトンボたちは赤く色づき、交尾・産卵す

るため田んぼに戻ってきます。ナツアカネやノシメトンボは、

稲刈り前の田んぼに空中から卵を産み落とし（打空産卵）、

アキアカネは稲刈りが終わっ

た田んぼの水たまりなどに産

卵します（打水産卵）。 

アキアカネは村内では普通

に見られますが、全国的にみる

と減少しているといわれてい

ます。機械収穫への対応や収穫

時期の早期化で秋に乾田化が

進み、田んぼに産卵できなくな

っているのが、一因のようです。 

産み落とされた卵は田んぼ

の土中で冬を越しますが、乾燥に耐え、翌年の春、田んぼに

水が入り、稲作が始まるのを待っています。 

 

 

その他にも次のようなトンボが、村内の田んぼやその周辺

の水路や河川、ため池などで観察されます。 

モートンイトトンボ、クロイトトンボ、セスジイトトンボ、

キイトトンボ、アオイトトンボ、オツネントンボ、モノサシ

トンボ、ハグロトンボ、アオハダトンボ、ニホンカワトンボ、

クロスジギンヤンマ、ルリボシヤンマ、ギンヤンマ、コサナ

エ、コオニヤンマ、オニヤンマ、コウヤマトンボ、シオヤト

ンボ、シオカラトンボ、ハラビロトンボ、オオシオカラトン

ボ、コシアキトンボ、ショウジョウトンボなどです。 

トンボの餌は、生きた小昆虫などで、田んぼではウンカや

ヨコバイなどの害虫防除にも役立っています。 

■その他のトンボ■ 
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田んぼとトンボ 

         

モートンイトトンボ       クロイトトンボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

アオイトトンボ        アオハダトンンボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギンヤンマ          シオカラトンボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

オニヤンマ          ルリボシヤンマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

2－9 

 

 
稲の害虫とその天敵 

         

イネミズゾウムシと 

イネドロイムシ 
 

ツマグロヨコバイ 

イネツトムシ 

主な内容 

さまざまな害虫 

  害虫の天敵 

 
 

 

村内の田んぼには稲を加害する害虫類も見られます。 

 

 

イネミズゾウムシは大きさ３

mm程度の小型のゾウムシで、ア

メリカから日本に侵入し、長野

県では 1980 年頃から各地で見

られるようになりました。成虫

は田植え後間もなく稲にとりつ

いて葉を食べ、幼虫は根にとり

つきます。イネドロオイムシ（イ

ネクビホソハムシ）は山間の田

んぼで見られ、幼虫は、糞を背

負って身を隠しているのでこの

名があり、稲の葉を食べます。 

毎年中国から飛来するセジロ

ウンカと土着のヒメトビウンカ、

ツマグロヨコバイは稲の茎にと

りつき汁を吸いますが、大発生

しなければ大きな問題になりま

せん。 

イネツトムシ（イチモンジセセ

リの幼虫）は稲の葉を巻いて巣

を作り、葉を食べます。年によ

ってはイネアオムシ（フタオビ

コヤガの幼虫）の発生も目立ち

ます。アカヒゲホソミドリカス

ミカメやオオトゲシラホシカメ

ムシ、ホソハリカメムシなどの

カメムシ類は稲の籾にとりつい 

■さまざまな害虫■ 

 



 

 

 

 

2－10 

 

 
稲の害虫とその天敵 

         

イネアオムシ（左）とオオトゲシラホシカメムシ（右） 

ケシカタビロアメンボ（左）とナガコガネグモ（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄生蜂（ミツクリヒメバチ）写真追加 

て吸汁し、米に斑点状のシミ（斑点米）ができることから品

質低下、等級落ちを招きます。これらのカメムシは雑草地で

繁殖するので、管理の行き届かない畦畔や遊休荒廃地の増加

が斑点米発生要因の一つになっているともいわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村内の田んぼにはこれらの害虫に寄生する寄生蜂や寄生

蝿などと、害虫を捕えて食べるケシカタビロアメンボ、クモ

類、カエルなど、数多くの天敵類が生息しています。かつて、

農薬の過剰散布により抵抗性を持ったウンカやヨコバイな

どの害虫が、天敵が死滅した水田で大発生した事例があり、

全国的に農薬偏重型の害虫防除から脱却する動きが進めら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■害虫の天敵■ 



 

 

 

 

2－11 

 

 
木島平のさまざまなチョウ 

         

コルリクワガタ     ムカシトンボ（写真削除） 

フジミドリシジミ 

クジャクチョウ（左）とアサギマダラ右） 

主な内容 

春の昆虫 

  初夏の昆虫 

夏の昆虫 
 

 

ブナ林に囲まれたカヤノ平には、山地性の昆虫類が数多くみられま

す。 

 

雪解けが進む５月～６月にかけては、ブナが芽吹きをはじめ、コル

リクワガタがブナの新芽に集まります。コルリクワガタは木島平村と

千曲川対岸の飯山市のものとでは体色が異なり、地域変異があります。

この時期、谷間の渓流ではムカシトンボが発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
７月はフジミドリシジミ、アイノミド

リシジミ、メスアカミドリシジミなどが

ブナやミズナラ等広葉樹の梢を舞い、活

動する昆虫類も数を増します。 

 
８月の高原では、平地からすみかを移

したアキアカネを多数見かけます。また、

草花には遠方より飛来したアサギマダラ

やハナカミキリの仲間が数多く集まります。また、ヒョウモン類、ク

ジャクチョウ、エルタテハ、キベリタテハなどの蝶類が草原や林道周

辺で見られます。 

 

 

 

 

 

 

■春の昆虫■ 

■夏の昆虫■ 

■初夏の昆虫■ 



 

 

 

 

2－12 

 

 
木島平のさまざまなチョウ 

         

ウスバシロチョウ 

サカハチチョウ 

ヒメシジミ 

主な内容 

里山や山麓の雑木林周辺で見られるチョウ類 

  ギフチョウとヒメギフチョウ 

 
 

 

村内の里山や雑木林周辺では、春から秋にかけて、様々な

チョウを見ることができます。 

 

 

４月 

雪消えとともに、成虫で越冬したキチョウやテングチョウ、

アカタテハ、キタテハなどが古びた翅で飛翔し活動を始めま

す。 

 

５月 

新緑とともに新たな成虫の羽

化が始まり、ルリシジミ、ベニ

シジミ、トラフシジミ、ツマキ

チョウ、コツバメ、ミヤマセセ

リ、キアゲハ、ミヤマカラスア

ゲハ、コミスジ、スジグロシロ

チョウ、モンキチョウ、ウスバ

シロチョウ、サカハチチョウな

どが山間の林縁や畑地周辺で見

られます。 

 

 

 

 

 

 

６月～７月 

見ることのできるチョウの種

類や数が増え、観察などに最も

適した時期になります。 

■里山や山麓の雑木林

周辺で見られる蝶類■ 



 

 

 

 

2－13 

 

 
木島平のさまざまなチョウ 

         

コヒョウモン 

ヒオドシチョウ 

オオムラサキ 

ノコギリクワガタ（左）とコクワガタ（右） 

 

キバネセセリ、コチャバネセ

セリ、オオチャバネセセリ、ス

ジボソヤカキチョウ、ヒメシジ

ミ、アカシジミ、イチモンジチ

ョウ、コヒョウモン、ミドリヒ

ョウモン、ウラギンヒョウモン、

ヒオドシチョウ、クジャクチョ

ウ、コムラサキ、ジャノメチョ

ウ、ヒメウラナミジャノメ、ク

ロヒカゲなどが舞います。 

 

特に、コナラやクヌギの林で

はオオミドリシジミやジョウザ

ンミドリシジミなどが木々の梢

で金緑色の翅をきらめかせて飛

翔し、オオムラサキがカブトム

シやノコギリクワガタ、コクワガタなどとともに樹液に集ま

ります。 

また、スキー場周辺では草

地性の環境が残されており、

最近減少傾向にあるチョウ

類もみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月以降 

見ることのできるチョウの種類・数は減るが、最近はウラ

ギンシジミやツマグロヒョウモンなど南方系のチョウが秋

明きにかけて目につくようになっています。 



 

 

 

 

2－14 

 

 
木島平のさまざまなチョウ 

         

ギフチョウ 

コシノカンアオイ 

 

ギフチョウの成虫は年１

回、桜の咲くころに見られ、

「春の女神」とも呼ばれます。

県内での主な生息地は南部

の飯田市や南木曽町などと、

北部の白馬村や小谷村、飯山

市～栄村にかけてです。村内

では馬曲林道や糠塚からカ

ヤの平に到る清水平林道な

どで見られ、４月下旬～５月上旬にかけて地際で越冬した蛹

が雪解けを待って羽化します。成虫は暖かい日中に活動し、

カタクリやスミレの花に訪れて吸蜜します。 

 

メスは交尾後、カンアオイ

（村内ではコシノカンアオ

イ）に産卵し、ふ化した幼虫

はその葉を食べて成長しま

す。成長した幼虫は７月ごろ

蛹になり、そのまま越冬しま

す。幼虫の餌のカンアオイは

雑木林や植林地の林床内に

自生します。このため、林の

下草刈りや間伐作業などで

林床に日光が届くようになるとカンアオイの成育が旺盛に

なり、ギフチョウの発生も多くなります。しかし、林の手入

れが行き届かず、木や笹等の下草が茂るとカンアオイの生育

は衰え、ギフチョウも減少します。ギフチョウ保護のために

も、里山や山林の手入れは重要といえます。 

 

ギフチョウの近縁のヒメギフチョウは主に県の中北部に

生息し、幼虫はウスバサイシンの葉を食べます。ギフチョウ

とヒメギフチョウの分布域は、全国的に数か所を除いて重な

らず、「ルードルフィア線」という分布境界線で棲み分けを

しています。県内では県北部の小谷村や飯山市などで両種の

分布域が重なり混生している地域が見られ、村内でも糠塚か

ら山ノ内町落合にかけて混生地がありますが、最近はヒメギ

フチョウの姿が見られなくなっています。 

■ギフチョウと 

ヒメギフチョウ■ 



 

 

 

 

2－15 

 

 
奥 山 の 木 

         

ブナ林 

洞があるミズナラ 

主な内容 

ブナ 

  ミズナラ 

シラカバ・ダケカンバ 
 

 

高標山・八剣山・台倉山な

どの活発な火山活動が終息し

その後にブナが極相林（木の

種類と回りの生き物の環境が

変わらずにずっとその種の木

と回りの環境が続いていく

林）として安定した気候のも

とに形成されてから現在まで

おおよそ 6000 年間と言われ

ています。木島平に住んでい

た人間に限らず日本全土の人

間はブナの森の恵みに預かり、ブナの森と共に生きてきた時

代が過去に何千年間もあったのです。 

  戦後、ブナは国策のもとにどんどん伐採されました。ブナ

の森と共に歩んできた自分たちの歴史を否定し驕ってしま

った人間です。その結果としてみごとに経済の発展をとげて

大国になりましたが、基本的な生き物としてのバランスを崩

してきました。 

これからの人間は生き物としてごく自然に生きるという

バランスをブナの森から学ばなくてはなりません。 

 

 

ブナは入り込めない比較

的湿った土地にはミズナラ

が大木となってあります。か

つては湿地だったカヤの平

の牧場の中には直径が１メ

ートルを超える大木が何本

もあります。大木になると幹

の真ん中が空洞になってき 

■ブナ■ 

■ミズナラ■ 

 



 

 

 

 

2－16 

 

 
奥 山 の 木 

         

シラカバ（左）とダケカンバ（右） 

 

ます。その大きな洞（うろ）はある種の生き物たちにとって

大切な生活空間になります。 

 

 

ブナを伐採したあと地は植林をせずに放っておくとシラ

カバとダケカンバの林になります。標高 1450 メートルのカ

ヤの平キャンプ場内にはシラカバとダケカンバの数はほぼ

同じぐらいあり、そこに樹齢 90 年ぐらいの過去に植林され

たカラマツがところどころに混じっています。この標高から

ちょっと下がるとシラカバが多くなり、上がるとダケカンバ

が多くなります。シラカバ、ダケカンバの林は何百年か経つ

とまたブナの安定した森に戻ると言われてはいますがはた

して本当でしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■シラカバ・ 

ダケカンバ■ 



 

 

 

 

2－17 

 

 
木島平の野鳥 

         

マガモ        チョウゲンボウ（はく製） 

キジ 

主な内容 

平地の野鳥 

  住宅地や農地の野鳥 

里山や奥山の野鳥 

渡り鳥 

珍しい鳥 
 

 

木島平は、西に水田地帯が広がり、東へ行くにしたがい住

宅地や畑地、里山、そして奥山と連なっています。 

そのため、平地の水辺から奥山まで様々な動物を観察する

ことができます。 

 

樽川を中心とした水辺の周辺では、カモ類やサギ類のほか

にカワセミ、時にはヤマセミを見ることができます。最近で

は、カワウやチョウゲンボウを見ることもできます。また、

柳やヨシの藪影などで静かに動く小動物に出会うことも楽

しみのひとつです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家の周りでは、キセキレイ、

セグロセキレイ、ムクドリ、

ヒヨドリなどを見ることが

できます。 

また、農地ではキジやキジ

バト、ホオジロ、夏鳥のヒバ

リがアスパラ畑などを利用

していることもあります。 

■住宅地や農地の 

野鳥■ 

■平地の野鳥■ 

 



 

 

 

 

2－18 

 

 
木島平の野鳥 

         

村に飛来したトキ 

 

里山ではヤマドリ、コゲラ、アカゲラ、カケスなどを見る

ことができます。 

カヤの平では66種の観察と23種の繁殖が確認されていま

す。ブナ林の代表としては、クロジ、コルリ、アオバトなど

です。 

 

 

夏鳥では、ツバメ、ヒバリ、オオヨシキリなどが見られま

す。最近、数が減っていますが希にオナガを見ることもでき

ます。 

  冬鳥では、ツグミ、アトリ、ジョウビタキ、カシラダカな

どが見られます。 

 

 

国の天然記念物になっ

ているトキ 10 羽が、平成

20 年９月に佐渡市のトキ

保護センターで放鳥され

ました。そして、その内１

羽が翌平成 21 年３月に木

島平村大町に飛来しまし

た。５日間の滞在でしたが、

トキの村として話題にな

りました。 

  また、迷鳥とされるヤツガシラも高石や馬曲地区で確認さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■里山や奥山の 

野鳥■ 

■渡り鳥■ 

■珍しい鳥■ 
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木島平の動物 

         

クマの足跡 

主な内容 

哺乳類 

  近年、姿を見せはじめた動物 

爬虫類や両生類 

木島平村に生息する主な動物 

 
 

 

村に生息する哺乳類は、標高の高いカヤの平付近から標高

の低い里山や人家・宅地まで幅広く生息しています。このう

ち、カヤの平のような亜高山地帯での発見事例しかないもの

として、ヤマネ、モモンガが挙げられますが、これらを見つ

けるのは非常に困難です。 

里山や人家宅地、農地など人里に棲み、よく見かけるもの

としては、キツネ、タヌキ、イタチ、アナグマ（ムジナ）な

どがいます。 

 

 

ツキノワグマやニホンカ

モシカ（国の特別天然記念

物）などの大型哺乳類はカ

ヤの平付近から人里まで

の広い範囲に生息し、近年、

人里でツキノワグマの出

没が増え、農作物などが被

害を受けています。 

また、1996 年ごろから、

これまではいなかったイノシシが出没し、年々農作物などの

被害が深刻になっています。そのほか、ごく最近にニホンジ

カの発見も報告されており、村外南方から生息域を広げ、村

に入ってくる動物が増えつつあります。 

 

 

爬虫類は、ヘビとトカゲの仲間が数種生息し、そのほとん

どは人里の人家の庭先や農地、草むら、林など身近なところ

で見ることが出来ます。 

■近年、姿を 

見せはじめた動物■ 

■爬虫類や両生類■ 

■哺乳類■ 

 



 

 

 

 

2－20 

 

 
木島平の動物 

         

モリアオガエル 

 

両生類は、カエル、イモ

リ、サンショウウオの仲間

が生息しています。 

そのうちサンショウウ

オは、水のきれいな川の上

流部に生息し、人の目に触

れることは多くありませ

ん。 

また、カエルのうちモリ

アオガエルは、村外で生息地が天然記念物に指定されている

ところもあり、その珍しい生態から希少種と言えます。村内

では一部の限られた場所で発見されています。 

 

 

  村に生息する動物のうち哺乳類・爬虫類・両生類の主なも

のは以下の通りです。 

 

＜哺乳類＞ 

ツキノワグマ 

ニホンカモシカ（国の特別天然記念物） 

イノシシ（1996 年ごろから） 

 アナグマ（ムジナ） 

タヌキ 

キツネ 

イタチ 

テン 

ハクビシン 

ニホンリス 

ノウサギ 

ヤマネ（カヤの平） 

 モモンガ（カヤの平） 

ハタネズミ 

コウモリ 

ムササビ 

ニホンジカ 

ニホンサル 

 

■木島平村に 

生息する主な動物■ 

地獄谷のニホンサル 

キクガラシコウモリ 
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木島平の動物 

          

＜爬虫類＞ 

 ニホントカゲ 

カナヘビ 

マムシ 

アオダイショウ 

ヤマカガシ 

ジモグリ 

シマヘビ 

シロマダラ 

カラスヘビ（タカチホヘビ） 

 

＜両生類＞ 

イモリ 

クロサンショウウオ 

ハコネサンショウウオ 

アカガエル 

アマガエル 

ヒキガエル（ガマガエル） 

トノサマガエル 

カジカガエル 

ウシガエル 

モリアオガエル 

 

 

 

 

 

カナヘビ 

シロマダラ 

ヤマアカガエル 

カジカガエル 

モリアオガエル 



 

 

 

 

2－22 

 

 
カヤの平高原の植物 

         

マイヅルソウ       ギンリョウソウ 

エンレイソウ 

ユキザサ 

主な内容 

案内所から北ドブ湿原のブナ林 

  牧場・キャンプ場周辺 

北ドブ湿原 

南ドブ湿原 

高標山 

清水小屋周辺 

 
 

森の中では雪解け一番にエン

レイソウが咲きます。ブナの森

の歩道から見られる花の種類は

限られますが、その中でマイヅ

ルソウは最も目につきます。鶴

が羽を広げたように見える丸い

葉が特徴で、小さな白い花をつ

けます。 

ちょうどタケノコ狩りのシーズン真っ盛りの６月中旬頃、

白く透き通ったギンリョウソウが出てきます。葉緑素を持た

ず、他の生き物に依存する暮らしの植物ですが、ベニタケの

仲間のキノコと共生しているといわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜草本＞ 

エンレイソウ、ユキザサ、ヒ

ロハユキザサ、マイヅルソウ

ツルリンドウ、キヌガサソウ、

ギンリョウソウ、ツクバネソ

ウ 

■案内所から北ドブ

湿原のブナ林■ 
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カヤの平高原の植物 

         

ウワミズザクラ       ハウチワカエデ 

エゾエンゴサク 

サンリンソウ（左）とニリンソウ（右） 

 

＜大本＞ 

ブナ、オオカメノキ、ウワミズザクラ、オオツリバナシナ

ノキ、ハウチワカエデ、ウリハダカエデ、ノリウツギ、オ

オバクロモジ、ヤマウルシ、テツカエデ、ミネカエデ、ハ

イイヌガヤ、ツタウルシ、ヤマウルシ、イワガミラ、ツル

アジサイ、ヤシャビシャク、コシアブラ、アオダモ、ヒメ

モチ、エゾユズリハ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧場の雪解け一番は、エゾエ

ンゴサクが咲き、牧場に薄紫の

絨毯を敷いたような不思議な景

色からはじまります。 

牧場脇を流れる小川の土手に

はリュウキンカとサンリンソウ

が咲きます。サンリンソウはニ

リンソウとよく間違われますが、

サンリンソウの葉には葉柄と呼ばれる軸がついています。 

「カヤの平の赤い花」と歌われたヤナギランは８月に入っ

て見ごろを迎えます。ランとついていますがアカバナ科の植

物で、崩壊地を求めて移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■牧場・キャンプ場

周辺■ 



 

 

 

 

2－24 

 

 
カヤの平高原の植物 

         

ヤナギラン 

シシウド 

ミヤママタタビ 

サワラン 

 

＜草本＞ 

リュウキンカ、サンリンソウ、

ヤマオダマキ、エゾエンゴグ

サ、ミズバショウ、モミジカ

ラマツ、ウツボグサ、ヤグル

マソウ、シシウド、クマイチ

ゴ、ヤナギラン、オニシモツ

ケ、ハンゴンソウ、ゴマナ、

ナンブアザミ、ユウガギク、

ヨツバヒヨドリ、ワラビ、イ

ッポンワラビ、ハルガヤ、カ

モガヤ、キンミズヒキ、ウマ

ノアシガタ、バイケイソウ、

ギンリョウソウモドキ、コケ

イラン、エゾスズラン、オニ

ノヤガラ、ヒメザセンソウ、

イチヤクソウ、ベニバナイチ

ヤクソウ 

 

＜大本＞ 

ミズナラ、シラカバ、ダケダン

バ、キハダ、カラマツ、ヤチダ

モ、トチノキ、ホウノキ、イワ

ナシ、イタヤカエデ、シナノキ、

ハリギリ、ヤマブドウ、サルナ

シ、ミヤママタタビ、クロズル 

 

 

高層湿原といわれているのですが、近年アブラガヤやヨシ

が少しずつ増えていきます。しかし、まだ高層湿原の環境で

しか見られない希少種が幾種類

かみられます。中でもニッコウキ

スゲと同時期に咲くサワランは

濃いピンク色がとても目立ちま

す。 

 

 

■北ドブ湿原■ 



 

 

 

 

2－25 

 

 
カヤの平高原の植物 

         

ニッコウキスゲ 

オオバタチツボスミレ 

ワタスゲ 

マユミ 

 

図鑑では必ず「木島平村カヤの

平が南限」と書かれているチシ

マウスバスミレ、それとオオバ

タチツボスミレ、これらスミレ

２種がいっしょに生息すること

は、北ドブ湿原一番の特徴とい

えます。 

 

＜草本＞ 

ワタスゲ、ギョウジャニンニ

ク、リュウキンカ、タテヤマ

リンドウ、ツマトリソウ、ヒ

メイチゲ、タチツボスミレ、

オオバタチツボスミレ、チシ

マウスバスミレ、ハクサンチ

ドリ、イワウチワ、コバイケ

イソウ、ヒオウギアヤメ、ニ

ッコウキスゲ、トキソウ、サ

ワラン、モウセンゴケ、ミズ

ギク、ウメバチソウ、コバギ

ボウシ、ナガボノアカワレモ

コウ、ジャコウソウ、マルバ

ダケブキ、コオニユリ、メタ

カラコウ、カメバヒキオコシ、

クロバナヒキオコシ、エゾシ

ロネ、オオカサスゲ、ヤマト

リカブト、サラシナショウマ、ミタケスゲ、オオバミゾウ

ホウズキ、ホウシャクソウ、ヤマドリゼンマイ 

 

＜大本＞ 

レンゲツツジ、ミヤマイボタ、

コマユミ、マユミ、ミズキ、

サワフタギ、エゾノコリンゴ 
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カヤの平高原の植物 

         

南ドブ湿原のミズバショウ 

ゴゼンタチバナ 

ショウキラン 

ヒメカイウ 

 

北ドブ湿原と比較すると土壌

の栄養が豊富で、夏は丈の高い

植物（ヤナギなどの低木等）で

覆われます。ミズバショウの花

は長野県内では最も遅く５月下

旬ごろ見ごろとなります。 

 

＜草本＞ 

ミズバショウ、リュウキンカ、

ニッコウキスゲ、ハクサンチ

ドリ、タムラソウ、ウメバチ

ソウ、ショウキラン 

 

 

 

 

 

 

尾根には６月中旬になると歩

道の脇にびっしりとツバメオモ

トが咲きます。木島平村では数

少ない高山植物のゴゼンタチバ

ナは、この高標山と台倉山山頂

付近にのみ７月になると咲きま

す。 

 

＜草本＞ 

ツルアリンドウ、ゴゼンタチ

バナ、ミツバオウレン、ヒメ

カイウ、ツバメオモト 

 

＜大本＞ 

ホツツジ、イワナシ、ハナヒ

リノキ、オオバスノキ 

 

 

 

■南ドブ湿原■ 

■高標山■ 



 

 

 

 

2－27 

 

 
カヤの平高原の植物 

         

チョウジギク 

ヤマシャクヤク 

 

木島平村の人が管理を続けて

いるかつてのイワナ漁の拠点で

あった清水小屋の周辺はカヤの

平では春最も早く花が咲きほこ

ろびます。９月中旬、滝のしぶ

きで常に湿っているような環境

を好むチョウジギクに出会えま

す。 

 

＜草本＞ 

クリンソウ、ヤマシャクヤク、

ハシリドコロ、チョウジギク、

ニリンソウ、ソバナ 

 

＜大本＞ 

サワグルミ、ウダイカンバ、

ケヤマハンノキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■清水小屋周辺■ 

ニリンソウ 

 

 

サワグルミ 
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ホホトトケケドドジジョョウウのの生生息息状状況況  
 

 木島平村で生息が確認され、環境省の絶滅危惧種に指定されているホトケ

ドジョウについて、下高井農林高校の生徒研究グループがその保護を訴えな

がら調査を続けています。 

その声が実り、木島平村ではホトケドジョウをはじめとする水生生物等の

生息場として、木島平中学校横の敷地にビオトープが造成されました。 

その現状を、下高井農林高校の生徒研究グループの報告リポートから紹介

します。 

 

１ ホトケドジョウについて 

 

(１)分布 

日本固有亜種で、青森県、中国地方西部を除く本州、四国東部に分布し

ています。 

 

(２)特徴 

ふつうのドジョウより太く短くずんぐりした感じの魚です。腹は透きと

おっていて血管が見え赤く、ひげは８本あります。全長は７ｃｍほどです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホトケドジョウ            普通のドジョウ 

 

 

 

地 域 研 究 

普通のドジョウと比べ、形がずんぐり 

しています。 

裏返すとおなかの血管が赤く浮き出て 

いるのが分かります。ヒゲが８本。 

とてもスマートな形をしています。 

かなり大きくなるものもいます。 

ヒゲが１０本。 
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(３)生態 

産卵期は４～６月で、自然下での一般的な寿命は２年といわれています。

産卵期には、冷たく緩やかな流れや湧き水のある、きれいな砂泥底などに

集まり、産卵します。卵は水草などに産みつけます。成魚は細い流れや湧

き水がある川の中層を泳いだり、小石の陰などで生活し、水生生物を食べ

ます。 

 

２ 調査の方法 

 村内のひまわり保育園付近の池、木島平中学校内の水路、照明寺付近の水

路の３つの調査区で、水温の変化とドジョウの捕獲数を定期的に調べ、さら

に捕獲されたホトケドジョウの平均全長とそれ以外の生き物についても記

録し比較しました。 

 

３ 考察 

（１） 捕獲数の増減 

どの調査区でも厳冬期の捕獲数は大変少なくなっています。 

夏季に確認された稚魚の成長したものが捕獲されても良いはずですが、

期待するほどの数が捕獲できていません。 

しかし以降の調査で越冬したと思われる成魚が確認されており、捕獲区

域から外れた場所で越冬しているのではないかと思われますが、詳細は不

明です。 

 

（２） 水温の変化 

どの調査区もやや変化はあるが、年間を通して安定した水温を保ってい

ます。外気に対して夏冷たく、冬温かい水温を保つ湧水が存在するためで、

湧水性魚類のホトケドジョウにとっては好適な環境を示しています。 

 

（３） ホトケドジョウ以外の水生生物 

どの調査区でも、ホトケドジョウ以外の魚類としては、ドジョウのみ確

認されています。外部から他の魚類の入り込まない閉鎖的水域に近い状態

にあると思われます。ミズムシなどホトケドジョウの餌とされる水生昆虫

が多く確認され、生息地として好ましい状況となっています。 
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４ 危惧されること 

（１） 排水路が生息場所になっている所は、冬になると田んぼの張り水がな

いため水量が少なくなる所があります。調査場所では水底から湧水があ

り水路が干上がることはありませんが、湧水が枯れれば越冬に影響が出

るものと思われます。 

 

（２） 土水路および池（泥底）が卵を産み付ける水草を増やすことが、餌と

なる多くの水生生物を育むための条件として重要です。水路のコンクリ

ート化はホトケドジョウの生息にとって厳しい環境になると思われま

す。木島平中学校内のコンクリート水路では、堆積した砂泥をすみかと

してかろうじて生息している状況となっています。 

 

（３） ３ヶ所の調査区に生息しているホトケドジョウは、周囲から孤立して

いる個体群と思われます。隔離された環境では、小集団化と近親交配が

進んで遺伝的に劣化が生じ、個体群の維持を難しくさせていることも考

えられます。遺伝的多様性が低下することで、病気に対する抵抗性や産

卵数・孵化率が劣ることも知られています。 
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